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バ
イ
オ
マ
ス

下
水
処
理
場
で
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
開
始

超小型木質バイオマス
システム販売開始

フィンランド「Volter40」出力40kW

バイオマスボイラ
発電設備完成

北秋田市に国内１号機設置

下水汚泥由来の消化ガスを燃料に

超小型木質バイオマスシステム「Volter」

レ
ン
ゴ
ー
八
潮
工
場
の
木
質
チ
ッ
プ

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
発
電
設
備
◀

東部下水処理場に建設されたバイオマス発電施設

ピーター・ドラッガーのコレ
クションの「梅月鶴亀図」
（伊藤若冲作、江戸時代）

包装資材製造・販売最大手のレンゴー (大阪府大阪市)は3月

8日、自社の八潮工場（埼玉県八潮市）に木質チップバイオマ

スボイラ発電設備を新設したと発表した。これまで都市ガスが

中心だったバイオマスエネルギー源を多様化させるとともに、

CO2排出量の削減を目的に建設した。建築廃材に由来する木質

チップを主燃料にして発電し、工場で使う電力の約2割を賄

う。発電出力は9,000kW。設備は本年1月に完成し、すでに稼働

している。設備の製造はバイオマス燃料を用いるボイラの製造

で多くの実績のあるタクマ(兵庫県尼崎市)が担った。

八潮工場は

日本最大の板

紙製紙工場と

して、段ボー

ル原紙を中心

に年間約85万

トンの板紙を

生 産 してい

る。同工場で

は重油から、

クリーンエネ

ルギーの都市

ガスへの燃料

転換を進め、

CO2排出量の

削減に取り組

んできた。今

回、木質チッ

プバイオマス

電現ソリューション

香
川
県
高
松
市

レ
ン
ゴ
ー
・
八
潮
工
場（
埼
玉
県
）

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
薬
の
用
法

千
葉
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
准
教
授

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座
代
表
理
事

佐
藤
建
吉

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㉚

て
、
自
分
自
身
を
管
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
も

あ
り
、
目
的
の
仕
事
を
行
う

た
め
に
自
己
管
理
判
断
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
な
る
。
こ
れ

は
、
今
日
も
っ
と
も
重
要
な

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
（
物
流
）

や
宅
配
便
ビ
ジ
ネ
ス
に
通
じ

る
も
の
で
あ
る
。

企
業
や
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
、
経
営
と
い
う
日
本

語
が
そ
の
体
を
な
す
だ
ろ

う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
辞
書

ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
、「
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
の
項
は
ま
だ
な

い
。
日
本
語
の
サ
イ
ト
で

は
、「
経
営
管
理
論
」
が
関

連
用
語
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
。
文
字
通
り
の
意
味
と
し

て
と
ら
え
る
こ
と
が
出
来

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
は
、
そ
の
枢
軸
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の

際
、
為
す
べ
き
仕
事
を
使
命

と
と
ら
え
て
、「
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
と
呼
ば
れ
た
り
も
す

る
。
映
画
の
題
名
「
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
」

の
よ
う
に
、
不
可
能
と
思
わ

れ
る
挑
戦
の
枠
組
み
は
、
作

戦
と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

し
て
行
う
こ
と
が
出
来
る
。

さ
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
①
目
的
・
目
標
の
明
確

さ
、
②
そ
れ
を
、
い
つ
ま

で
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
、

い
く
ら
で
行
う
か
、
が
ま
ず

問
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
③
な

ぜ
、
誰
と
、
が
加
わ
り
共
有

が
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
の
工
程
が
、
手
順
化

（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
）
さ

れ
、
見
え
る
化
・
分
か
る

化
、
出
来
る
化
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
大
き
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｂ

Ｏ
Ｋ
（Project MANAGEME

NT Body of Knowledge

）

と
い
う
手
法
が
適
用
さ
れ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
に

は
、
経
済
や
合
理
性
が
問
わ

れ
る
、
つ
ま
り
無
駄
を
な
く

す
る
た
め
に
、
各
部
署
や
そ

の
メ
ン
バ
ー
の
納
得
（
相
互

理
解
）
が
必
要
と
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
の
前
提
に
、
キ
ー

フ
ァ
ク
タ
ー
・
フ
ォ
ー
・
サ

ク
セ
ス
（
Ｋ
Ｆ
Ｓ
）
が
あ

る
。
ま
ず
、
①
の
目
的
と
目

標
、
次
に
②
、
③
が
、
事
業

計
画
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
）
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
企

業
活
動
に
お
け
る
目
的
・
目

標
、
計
画
・
実
施
、
そ
の
結

果
・
成
果
分
析
、
修
正
・
改

善
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

の
適
用
で
あ
る
が
、
そ
の
活

動
に
は
同
時
に
社
会
と
の
連

関
が
問
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

「
も
の
」
や
「
こ
と
」
が
、

社
会
と
の
密
接
な
関
わ
り

（
相
互
関
係
）
、
す
な
わ
ち
Ｉ

Ｏ
（
入
力
と
出
力
）
と
し
て

な
さ
れ
、
社
会
を
巻
き
込
ん

だ
、
大
き
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
を
つ

く
る
か
ら
で
あ
る
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い

う
集
合
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
、
顧
客
・
取
引
先
・
従
業

員
・
地
域
社
会
・
社
会
・
政

府
・
行
政
・
国
民
・
そ
し
て

投
資
家
・
債
権
者
な
ど
で
あ

り
、
相
互
の
利
害
判
断
基
準

（
目
的
・
目
標
）
を
も
つ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ
ー
の
満

足
が
得
ら
れ
れ
ば
、
全
体
の

満
足
と
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
成
功
と
な
る
。
個
別
と

全
体
の
満
足
は
、
そ
の
構
成

メ
ン
バ
ー
ご
と
の
環
境
基
準

に
左
右
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ

の
環
境
基
準
は
、
雰
囲
気
と

も
い
わ
れ
る
。
雰
囲
気
が
生

き
る
環
境
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
に
身
を
置
い
て
生

き
る
こ
と
が
基
準
と
さ
れ
る

が
、
そ
の
雰
囲
気
の
代
表
リ

ー
ダ
ー
が
モ
デ
レ
ー
タ
と
な

る
。
そ
の
立
場
に
は
、
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
必
ず
し

も
必
要
と
し
な
い
。
中
庸
の

能
力
の
持
ち
主
が
モ
デ
レ
ー

Column

タ
と
し
て
相
互
理
解
の
満
足

を
つ
く
り
出
す
こ
と
も
で
き

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

自
体
は
、
強
い
リ
ー
ダ
ー
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
が
、
た
だ

強
引
に
で
は
、
結
果
は
う
ま

く
は
い
か
な
い
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
は
相
互
理
解
で
き
る

適
度
の
規
模
の
大
き
さ
で
、

ま
た
流
動
性
を
も
っ
て
行
う

必
要
が
あ
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
神
様
と

呼
ば
れ
た
ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ

ッ
ガ
ー
は
、
日
本
の
水
墨
画

の
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
展
示
会
が
、
千
葉

市
立
美
術
館
で
２
０
１
５
年

５
～
６
月
に
開
催
さ
れ
た
。

筆
者
も
こ
れ
に
出
か
け
感
銘

を
受
け
た
。
狩
野
派
の
作
品

か
ら
現
代
作
家
ま
で
の
作
品

が
収
集
さ
れ
て
い
た
。
彼
の

興
味
は
、
幾
何
学
的
文
様
で

は
な
く
、
日
本
人
の
作
品
に

あ
る
画
面
に
折
り
重
な
っ
て

描
か
れ
た
抽
象
性
で
あ
る
と

い
う
。
そ
れ
は
、
全
体
の
調

和
で
あ
り
、
た
て
よ
こ
の
織

り
線
で
あ
る
。
こ
れ
に
倣
う

と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
適
用

で
は
、
明
示
知
と
、
暗
黙
知

の
獲
得
し
た
体
制
に
て
、
自

然
に
満
ち
た
雰
囲
気
で
の
、

目
的
遂
行
が
、
真
髄
（
必
須

要
件
）
で
あ
り
、
い
い
成
果

が
得
ら
れ
の
で
は
と
考
え
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
世
界
で

は
、
ス
テ
ー
ク
ス
ホ
ル
ダ
ー

が
、
何
十
に
も
折
り
重
な
っ

て
い
る
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
で
の
調
和

を
見
据
え
た
未
来
観
こ
そ
を

目
的
・
目
標
と
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
妙
薬
と
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、

現
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

り
、
い
わ
ば
常
備
薬
で
あ

る
。
私
た
ち
の
暮
し
で
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
意
味
を
重
ね
て
用
い

る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
が
今

日
的
・
民
主
的
で
は
な
い

が
、
牛
方
や
馬
子
の
よ
う

に
、
牛
や
馬
を
制
御
す
る
こ

と
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
解
し

た
り
も
す
る
。
そ
の
時
に
お

い
て
、
牛
方
や
馬
子
な
ど

は
、
牛
馬
の
体
調
と
体
力
、

道
路
や
荷
物
の
条
件
、
そ
し

て
作
業
の
種
類
や
内
容
、
そ

し
て
行
く
先
や
期
限
に
よ
っ

化
ガ
ス
を
利

用
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
発
電

事
業
で
、
四

国
で
は
愛
媛

県
松
山
市
に

次
い
で
２
番

目
の
設
備
と

な
る
。

下
水
処
理

場
で
は
、
下

水
を
分
解
し

た
際
に
生
じ

る
汚
泥
を
処

香
川
県
高
松
市
は
市
内
最

大
規
模
の
東
部
下
水
処
理
場

に
出
力
25
㌗
の
小
型
発
電
機

20
台
で
構
成
さ
れ
る
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
設
備
を
設
置
し
、

３
月
１
日
に
発
電
記
念
式
典

を
開
催
し
た
。
発
電
事
業
は

同
市
下
水
道
局
が
２
月
１
日

よ
り
開
始
し
て
い
る
。
発
電

出
力
は
５
０
０
㌗
、
年
間
発

電
量
は
１
６
１
万
㌗
時
を
想

定
し
て
い
る
。
同
県
初
の
消

理
場
内
で
濃
縮
し
、
脱
水
・

乾
燥
す
る
な
ど
し
て
処
理
し

て
い
る
。
同
処
理
場
で
は
従

来
、
汚
泥
を
発
酵
さ
せ
て
体

積
を
減
ら
す
過
程
で
発
生
す

る
消
化
ガ
ス
を
、
消
化
槽

（
発
酵
槽
）
の
加
温
や
管
理

棟
の
冷
暖
房
に
有
効
活
用
し

て
い
た
。
発
電
機
の
熱
を
利

用
し
て
熱
水
を
沸
か
し
、
熱

交
換
器
を
通
し
て
消
化
槽
を

加
温
す
る
こ
と
で
効
率
よ
く

10

汚
泥
を
発
酵
さ

せ
、
消
化
ガ
ス

を
発
生
さ
せ
る

仕
組
み
だ
。

発
電
し
た
電

力
は
毎
年
入
札

に
よ
り
売
電
先

を
決
定
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お

り
、
本
年
度
は

四
国
電
力
に
売

電
す
る
。
売
電

額
は
６
２
０
０

万
円
に
な
る
見

込
み
。
売
電
収

入
は
下
水
道
事

業
の
維
持
管
理

費
に
使
わ
れ
る
。

同
下
水
処
理

場
で
は
、
今
年

２
月
、
管
理
棟

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
造
企

業
の
電
現
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

（
東
京
都
港
区
）
は
３
月
４

日
、
日
本
初
の
超
小
型
バ
イ

オ
マ
ス
シ
ス
テ
ム
「
Ｖ
ｏ
ｌ

ｔ
ｅ
ｒ
（
ヴ
ォ
ル
タ
ー
）

40
」
の
受
注
を
開
始
し
た
。

木
質
チ
ッ
プ
を
原
料
と
す
る

ガ
ス
化
熱
電
併
供
装
置
製
造

の
ヴ
ォ
ル
タ
ー
（
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
）
と
の
独
占
販
売
契
約

の
締
結
を
機
に
、
日
本
で
の

総
代
理
店
と
し
て
同
シ
ス
テ

ム
を
提
供
し
、
日
本
の
分
散

電
源
普
及
と
促
進
に
努
め

る
。
国
内
１
号
機
は
、
秋
田

県
北
秋
田
市
の
道
の
駅
「
た

か
の
す
」
に
設
置
す
る
予
定

だ
。Ｖ

ｏ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
40
は
木
質

チ
ッ
プ
か
ら
燃
焼
ガ
ス
を
取

り
出
し
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を

稼
動
さ
せ
る
こ
と
で
発
電
す

る
。
北
欧
ら
し
い
優
れ
た
デ

ザ
イ
ン
が
特
徴
だ
。
幅
１
・

２
㍍
、
長
さ
４
・
８
㍍
、
高

さ
２
・
５
㍍
と
非
常
に
コ
ン

パ
ク
ト
な
ユ
ニ
ッ
ト
で
、
こ

の
装
置
の
中
に
ガ
ス
化
炉
か

ら
発
電
機
ま
で
を
収
納
す

る
。
発
電
能
力
は
40
㌗
。
熱

熱
を
供
給
し
、
地
域
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
使
っ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
す

る
取
り
組
み
に
な
る
。
同
事

（
低
含
水
率
）
を
実
現
で
き

る
チ
ッ
プ
乾
燥
機
も
セ
ッ
ト

で
販
売
す
る
。
秋
田
県
北
秋

田
市
の
道
の
駅
「
た
か
の
す
」

に
設
置
す
る
国
内
１
号
機
は

道
の
駅
で
消
費
す
る
電
力
と

ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
本
社
と
工

場
を
設
立
す
る
計
画
を
進
め

て
い
る
。
本
社
工
場
に
２
号

機
を
設
置
し
て
、
同
市
を
拠

点
に
全
国
各
地
に
導
入
事
例

を
拡
大
し
て
い
く
構
想
だ
。

電
併
給
に
よ
り
最
大

78
％
と
、
高
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
を
実

現
。
さ
ら
に
並
列
設

置
に
よ
り
、
近
隣
か

ら
搬
出
可
能
な
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
量
に
応

じ
て
、
40
㌗
か
ら
メ

ガ
ク
ラ
ス
の
発
電
所

ま
で
、
自
由
度
の
高

い
プ
ラ
ン
ト
開
発
が

可
能
だ
。

燃
料
で
あ
る
木
質

チ
ッ
プ
の
使
用
量
は

１
日
４
・
５
平
方

㍍
、
質
量
換
算
で
お

よ
そ
年
間
３
２
０
㌧

（
含
水
率
15
％
）。
低

コ
ス
ト
で
燃
料
品
質

業
は
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
を
推
進
す
る
同
市

と
連
携
し
て
進
め
ら

れ
る
。

北
秋
田
市
は
面
積

の
83
％
を
森
林
が
占

め
て
い
る
が
、
林
業

業
者
の
減
少
に
よ
り

伐
採
後
の
残
材
が
大

量
に
放
置
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
未
利
用
の
資
源

を
活
用
す
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
最
初
の

取
組
み
が
道
の
駅
へ

の
設
置
だ
。
電
現
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
同

市
内
に
ヴ
ォ
ル
タ


